平成25年11月28日
　社団法人　情報処理学会
　コンピュータサイエンス領域委員長　殿

コンピュータサイエンス領域
計算機アーキテクチャ研究会
主査　佐藤　寿倫
ワークショップ共催（協賛）について（お願い）
　　下記のとおり「LSIとシステムのワークショップ2014」を「電子情報通信学会集積回路研究専門委員会(ICD)」と共催（協賛）で実施したく，ご承認のほどよろしくお願いします．
記
　１．テーマ　　LSIとシステムのワークショップ2014　「科学する心で発展しよう」
　２．日　時
平成24年5月26日（月）～28日（水）　2.5日間
　３．会　場
北九州国際会議場（北九州市小倉北区浅野三丁目9番30号）

　４．共催先
電子情報通信学会集積回路研究専門委員会（ICD）

共催：

VLSI設計技術研究専門委員会（VLD）



コンピュータシステム研究専門委員会（CPSY）




ディペンダブルコンピューティング研究専門委員会（DC）




システムLSI設計技術研究会（SLDM）




計算機アーキテクチャ研究会（ARC）



IEEE Solid-State Circuits Society, Japan Chapter



IEEE Solid-State Circuits Society, Kansai Chapter


特別共催：
（株）半導体理工学研究センター（STARC）



北九州市
協賛：

（社）電子情報技術産業協会（JEITA）


半導体産業研究所（SIRIJ）
後援：

（財）西日本産業貿易コンベンション協会
　　５．共催理由　　　　（200～300字程度）

「LSIとシステムのワークショップ」は、LSIを用いた広範囲なシステムに関連する研究を行っている大学の研究者や学生と企業の技術者を集め、集積回路・システムLSI設計手法・計算機アーキテクチャにまたがって深く議論するワークショップです。本ワークショップの目的は計算機アーキテクチャ研究会の趣旨に合致しており、本ワークショップを共催することにより技術交流ならびに技術者の交流を図ることができます。
　　６．共催条件　　　　（箇条書き）

· 計算機アーキテクチャ研究会は経費、財務的責任を負担しない。
· 慣例的に「共催」という名目だが、実質的には情報処理学会で言うところの「協賛」に相当する。

· 情報処理学会員への参加費割引は行う予定だが、研究会会員に対しての特別な参加費割引などはない。
以　上

